
新ひだか町 新規就農研修生の声
就農を目指して研修中 ／ 榎本 さん 夫妻（ミニトマト）

プロフィール

１日の流れ（例）

※ 目盛りは1時間。時期や作業内容により変動します。

研修の内容

栽培
に関すること

ミニトマトにおける「促成栽培、半促成栽培、抑成栽培」をひと通り経験し、学んでいる。

農業経営
に関すること

パートなどの労働力確保や教育の大変さを実感できた。作業計画や作業記録のもと、作業が遅れな
いように見直しをかけながら行う重要性を学んでいる。

その他
様々な農業機械を操作させてもらい、経験している。今後の静内ハウス団地研修においても積極的

に取り組み、技術を習得したい。

研修生に聞きました（抜粋）

Ｑ１ 研修が始まって数か月が経ちましたが、現在感じていることを教えてください。

受入農家さんに丁寧に教えてもらいながら、研修させてもらっています。換気のタイミングや温度管理、トマトトーンの吹きかけ方
などで収量に大きく影響することなど、様々なことを経験できました。ハウス棟数が多いところなので、一つ一つをより多く経験できた
ことは、今後の自信に繋がっていくと感じています。

Ｑ２ 研修の中で、難しいことや不安なことなどはありますか。

作業を通じて、定期的なかん水や防除の重要性を改めて実感しました。失敗や成功を重ねながら「見直し・改善」を継続的に
行うことがとても大事だと感じています。そういったことでも、受入農家さんにはご迷惑お掛けしつつも、快く受け入れてもらえている
ことはとても感謝しています。

研修制度・お問い合わせ

年齢 夫：４７歳 妻：３７歳

出身地 夫：和歌山県 妻：神奈川県

前職 夫：会社員 妻：パート

研修開始 令和８年４月から

研修先 研修受入農家：中道啓輔さん

活用している支援 就農準備資金（国）、新規就農研修費（町）

新規就農を目指す方へ
（HP記事）

研修期間：２年間（令和８年４月〜令和１０年３月）

支援制度：新ひだか町では国の制度（就農準備資金）とは別に、町独自の研修費を給付し
ています。（２年間、月95,000円/人。夫婦ではそれぞれ給付）
また、研修生用住宅整備や家賃補助などの居住に関する支援も行っています。

問い合わせ先：新ひだか町 産業建設部 農政課 農産係
〒059-3195 北海道日高郡新ひだか町三石本町212番地
TEL 0146-33-2113 ／ E-mail nousan@town.shinhidaka.lg.jp
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起床・身支度

8:00 〜 12:00

トマトトーン散布・収穫 昼休憩

13:00 〜 17:00

収穫・摘葉・ハウス管理作業 運搬
・納品

夕食・就寝


